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病院職員インタビュー

●医師としてどのように新型コロナウィルスに対応したのか、何が大切と感じ
たかをお聞かせください。

2020年の4月に第一回目の緊急事態宣言がなされた後すぐに、我々のグ
ループの特別養護老人ホームで大規模なクラスターを生じさせてしまいました。
当時私たちは、COVID-19に対する知識が無く、患者さまに多大な犠牲を払
わせてしまったことを深くお詫び申し上げなければなりません。また、東京都
や江東区から手厚い物資など支援があったおかげで、何とかこれまでやってこ
られたのであって、地域住民の皆さまのご支持が無ければ、当院のコロナ対応
は不十分なものになったと存じます。あそか病院のスタッフは、心優しい人が
多く2021年の夏の第5波の時のように非常に苦しかった場面においても、一
丸となって協力して頂いたことで、当院近隣だけではなく、城東地区の被害を
最小限度におさえることができました。当院かかりつけの患者さまには多大な
ご心配をおかけしましたが、幸い大きな問題も起こらずに済みました。ご声援
をいただきました、患者様には心より深く感謝申し上げます。まだコロナ禍は
収束しておりませんが、この2年の間に新しい治療薬やワクチンが開発されて
おりますので、もはや不必要に恐れることはありません。あそか病院が、地域
住民の皆様に信用して頂ける素晴らしい病院に成長していくことが、私の夢で
す。これからも皆様にご心配をおかけすることがあるかと思いますが、温かい
目で見守っていただけると大変ありがたいです。

医師 白石 廣照
出身大学 北里大学
医学博士、外科専門医・指導医
消化器外科専門医・指導医、消化器内視鏡専門医、
消化器癌治療認定医、Infection Control Doctor

感染対策委員長



病院職員インタビュー

私達が発熱外来看護師です
皆様をサポートいたします

患者様が安心して入院生活を送
り、無事に退院できるように

●発熱外来職員としてどのように新型
コロナウィルスに対応したのか、何が
大切と感じたかをお聞かせください。

私達あそか病院発熱外来チームは、
病院内に感染者を入れないこと。また
コロナの疑いのある患者様は出来るだ
け診察、処方、検査を迅速に対応し帰
宅できるよう他部署と連携をとりなが
ら、日々患者様に向き合っています。
特にコロナに対し、病状や同居者の濃
厚接触などへの不安を取り除いてあげ
られるよう、患者様に声かけをするよ
うに心がけています。
あそかの理念にもある「慈悲の心」と
感染者、非感染者共に治療を受けるこ
とができる「平等医療」を実践し、あ
そか病院に来て良かったと思っていた
だける病院作りを目指しています。

コロナ病棟 職員一同

●コロナ病棟の職員としてどのよう
に新型コロナウィルスに対応したの
か、何が大切と感じたかをお聞かせ
ください。

コロナ病棟として、毎日患者様
と接してきた中で、注意してきた
事はクラスターを出さないこと。
そして患者様の状態を早急に把握
していくことです。
コロナ感染は、若年者の方でも短
期間で急変する事があります。患
者様は体が辛いだけでなく、不安
で精神的にも辛くなる方もいまし
た。病棟スタッフは、そんな患者
様が安心して治療を受け、元気に
退院できるように看護してきまし
た。今後も患者様が、安心して入
院生活が送れるよう、スタッフ一
同、頑張っていきたいと思います。

発熱外来 職員一同



病院職員インタビュー

急変する新型コロナ肺炎の重症化
を画像診断で見つけていきます

患者様が安心して検査できるよ
うに日々努めています

●放射線技師としてどのように新型コ
ロナウィルスに対応したのか、何が大
切と感じたかをお聞かせください。

新型コロナ対応として放射線科で特
に気をつけたことは二点あります。
一つめは、安全な検査を行うことです。
病院に来院された患者様はもちろんの
こと撮影を行う職員の安全を確保する
ため、感染管理の教育をしていただき
消毒や防護、換気を徹底的に行い検査
をしています。二つめは迅速に検査を
行うことです。予約検査も行うなか発
熱や呼吸苦でいらした患者様を出来る
だけお待たせしないよう、発熱外来や
病棟の職員と密に連携を取り検査を行
えるよう取り組んでまいりました。
病院全体で高い医療を提供するために
大切な事は、チームワークであると思
います。今後も安全な検査を行えるよ
う職員一同力を合わせて頑張ります。

検査技師 職員一同

●検査技師としてどのように新型コロ
ナウィルスに対応したのか、何が大切
と感じたかをお聞かせください。

検査科は採血や生理機能検査にお
いて患者様と直接関わります。まず、
自分たちが新型コロナウイルスに罹
らないこと。そして、患者様に移さ
ないことが非常に重要だと考えてい
ます。そのために、アイガードとマ
スクを着用して検査を行っています。
また、検査室に医療用空気清浄機を
置くなど換気を充分に行い、検査終
了時にはアルコールで清拭などの消
毒をしています。
検査科は患者様に少しでも安心して
検査を受けていただけるよう、また
迅速かつ正確な結果を出せるよう努
めてまいります。

放射線技師 職員一同
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急変する新型コロナ肺炎の重症
化を画像診断で見つけていきます

患者様にやすらぎを与えられる
ような「病院の顔」を目指します

事務職員一同

地域の方が安心して暮らせるよ
うに情報収集と発信を行います

●事務職員としてどのように新型コ
ロナに対応したのか、何が大切と感
じたかをお聞かせください。

昨年の4月頃はまだ対処法が確立さ
れておらず、院内の感染委員会から
通知される対処法に従い、日々手探
りで感染対策を実施してきました。
発熱外来の患者数がピークの時は、
いつか自分達も感染するのではとい
う不安がありました。現在は、一般
の方々にもコロナに関する知見が広
く拡散し、ワクチン効果もあって一
旦終息したと感じています。しかし
私達は、「また厳しい局面が来るか
もしれない」という意識を緩めては
いけないと考えています。「怖さ」
や「無力感」を感じることも沢山あ
りましたが、感染症に打ち勝つには、
「対策を変わらず継続していくこ
と」が重要だと感じています。

事務長 中村 武司

●事務長としてどのように新型コロナ
ウィルスに対応したのか、何が大切と
感じたかをお聞かせください。

新型コロナに関する情報は、国や都、
江東区などにより日々送られてきます。
その情報は多種多様で、私は内容を理
解し要約した後、ご利用者様や職員に
向けて発信を続けてまいりました。時
に重要な内容も送られてきます。例え
ば、通常入院や退院の基準は医師の判
断によりますが、新型コロナウィルス
に限りその入院や退院の基準・改定は
厚生労働省や各自治体で設定していき
ます。情報を逃さず、いかに分かりや
すく迅速にお伝えできるかが重要であ
り大切なことと認識しております。病
院として、また事務長として職員一同
団結し、チーム医療で地域医療の向上
に貢献できるよう心掛けております。



コロナウイルス対応部署の相関図
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あそか病院の感染対策

検温の実地
発熱外来のコンテナ設置

空気清浄機の導入

紫外線装置の導入

防護服着用 飛沫対策 換気の徹底 アルコール消毒
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【 受付・診療時間 】

【 診療科 】
内科、外科、脳神経外科、整形外科、耳鼻咽喉科、
皮膚科、眼科、泌尿器科、婦人科、歯科、リハビリ
テーション科、放射線科
※救急外来24時間対応

【 交通 】
■ JR

総武線錦糸町駅下車南口 徒歩9分
■ 都バス
[錦22],[錦28],[東22] 住吉駅下車 徒歩5分
[錦11],[錦13],[東20] 住吉駅1丁目下車 徒歩3分
■ 地下鉄

都営地下鉄新宿線住吉下車A2出口 徒歩5分
半蔵門線住吉下車A2出口 徒歩5分

社会福祉法人 あそか会

あそか病院

受付時間 午前 午後

月～金
初診 8:30～11：00 13:00～15：30

再診 8:30～11：30 13:00～16：00

土
初診 8:30～11：00

再診 8:30～11：30

新 入 職 医 師 紹 介

内科
汐見 大二郎

内科
西川 洋平

リハビリ科
加藤 正章

整形外科
藤田 昌頼

健診センターからのお知らせ


